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２
０
０
８
年
6

月
4
日
（
水
）、
学

校
法
人
城
西
大
学

東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
世
界
女
性
学

長
会
議
日
本
会
議

（W
orld
 W
om
en 

P
r
e
s
id
e
n
t
s

F
o
r
u
m
-J
a
p
a
n 

M
eeting-

）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
女
性
学
長
会
議
は
、
中
国
伝
媒
大
学
劉
継
南

学
長
（
現
名
誉
学
長
）
の
呼
び
か
け
で
２
０
０
１
年

に
始
ま
り
、
そ
の
後
継
続
的
に
中
国
で
開
催
さ
れ
て

い
る
世
界
的
な
女
性
学
長
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

第
1
回
「
高
等
教
育
の
発
展
戦
略
」（
２
０
０
１

年
）、
第
2
回
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
連
携

と
発
展
―
」（
２
０
０
４
年
）、
第
3
回
「
世
界
の

調
和
・
文
化
の
多
様
性
―
大
学
と
メ
デ
ィ
ア
の
責

任
―
」（
２
０
０
６
年
）
と
多
様
な
テ
ー
マ
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
回
を
重
ね
る
毎
に
参
加
者
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
第
３
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
世
界
34

カ
国
か
ら
約
２
０
０
名
（
う
ち
中
国
国
外
か
ら
69

名
）
の
大
学
女
性
学
長
と
女
性
副
学
長
が
集
い
ま
し

た
。こ

う
し
た
大
き
な
会
議
の
準
備
の
た
め
に
世
界
の

各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
の
が
サ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

第
４
回
世
界
女
性
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
２
０
０
９
年

10
月
予
定
）
の
準
備
の
た
め
に
、
こ
の
度
、
日
本
の

城
西
国
際
大
学
に
お
い
て
サ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
日
本

会
議
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
会
議
の
冒
頭
で
は
、
城
西
国
際
大
学
水
田
宗

子
学
長
（
学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
長
）
が
、
こ
の

会
議
の
目
的
と
意
義
、
全
体
テ
ー
マ
「
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
女
性
高
等
教
育
の
課
題
」
の
設
定
理
由
等

に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
続
い
て
千
葉
県
堂
本

暁
子
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

世
界
女
性
学
長
会
議

日
本
会
議
開
催

日
時

：

２
０
０
８
年
6
月
4
日（
水
）

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

国
際
交
流
活
動

た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
中

国
、
イ
ン
ド
な
ど
世
界
5
カ
国
か
ら
参
加
し
た
9
名

の
大
学
女
性
学
長
、
大
学
代
表
者
ら
が
報
告
し
、
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
存
在
が
、

重
大
な
社
会
資
源
の
損
失
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
と
共
に
、
大
学
に
お
け
る
再
教
育
や
生
涯

教
育
の
モ
デ
ル
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
い
ま

し
た
。
本
会
議
の
成
果
は
来
年
の
第
4
回
世
界
女
性

学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
本
会
議
で
の
報
告
内
容
の
詳
細
は
、
城
西
国

際
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女
性
学
研
究
所
が
発
行
す
る

研
究
雑
誌
『
Ｒ
Ｉ
Ｍ
』（
第
26
号
、
今
秋
発
行
予
定
）

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。
な
お
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
も
本
会
議
の
様
子
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
（
6
月
5

日
付
け
毎
日
新
聞
・
東
京
新
聞
ほ
か
）。
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大
連
外
国
語
学
院
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時

：

２
０
０
８
年
３
月
25
日（
火
）

２
０
０
８
年

3
月
25
日
（
火
）、

学
校
法
人
城
西

大
学
は
大
連
外

国
語
学
院
と
学

術
交
流
に
関
す

る
協
定
書
を
交

し
ま
し
た
。

大
連
外
国
語

学

院

は
、

大

連
市
の
中
心

部
に
位
置
し
、

１
９
６
４
年
に

設
立
さ
れ
た
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
唯
一
の
外
国

語
専
門
大
学
で
す
。
特
に
、
日
本
語
学
院
は
、
中
国

国
内
で
も
有
数
の
日
本
語
学
習
拠
点
で
入
学
試
験
の

難
し
さ
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
８
５

年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
語
教
育
機
関
で
あ
る
漢
学
院

は
、
現
在
ま
で
に
世
界
24
ヶ
国
か
ら
４
，
０
０
０
人

以
上
の
長
期
留
学
生
を
迎
え
て
お
り
、
東
北
地
区
で

最
大
の
規
模
を
誇
る
国
際
色
豊
か
な
大
学
で
す
。

5
月
20
日
（
火
）
に
は
水
田
理
事
長
一
行
が
大
連

外
国
語
学
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
は
姜

連
平
校
務
委
員
会
主
席
ら
と
面
会
し
、
引
き
続
き
新

し
い
旅
順
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。
途
中
、

日
本
語
科
の
学
生
た
ち
が
お
茶
を
立
て
て
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
に
よ
り
、
今
後
両
校
の
学
生
交
流
、

研
究
交
流
な
ど
で
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

城
西
国
際
大
学
名
誉
博
士
記
授
与
式

日
時

：

２
０
０
８
年
6
月
3
日（
火
）

場
所

：

城
西
国
際
大
学

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
０
８
年
6
月

3
日
（
火
）、
城
西

国
際
大
学
は
中
国
伝

媒
大
学
（
北
京
市
）

の
劉
継
南
名
誉
学
長

に
名
誉
博
士
記
を
授

与
し
ま
し
た
。

劉
継
南
氏
は
高
度

な
人
材
育
成
を
通
じ

て
、
中
国
の
メ
デ
ィ

ア
産
業
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
た
教
育

者
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
１
９
９
３
年
に
、
現
在
の
中
国
伝
媒
大
学

の
前
身
で
あ
る
北
京
広
播
学
院
の
院
長
に
就
任
、
そ

し
て
２
０
０
４
年
に
中
国
伝
媒
大
学
へ
改
称
後
も
学

長
を
経
て
、
名
誉
学
長
に
就
く
な
ど
教
育
界
で
積
極

的
に
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

中
国
伝
媒
大
学
は
、
１
９
５
４
年
の
創
立
当
初
か

ら
中
国
国
営
放
送
「
中
央
電
視
台
」
を
支
え
る
人
材

を
数
多
く
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、

雑
誌
、
広
告
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
メ
デ
ィ
ア
分

野
の
総
合
大
学
で
、
学
生
約
１
４
，
０
０
０
名
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
同
大
学
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
メ
デ
ィ
ア
と

女
性
」
講
座
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
国
際
的
に
も
そ

の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
２
０
０
７
年
5
月
に
は
、
城
西
国
際
大
学

と
学
術
交
流
協
定
を
結
び
、
学
生
の
相
互
交
流
を
進

め
る
と
と
も
に
、
今
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
関
連
し
て
城
西
国
際
大
学
の
学
生
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
取
材
の
研
修
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

中
国
・
五
邑
大
学
と
城
西
国
際
大
学
が
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
８
年
４
月
11
日（
金
）

２
０
０
８
年
4
月
11
日
（
金
）、
城
西
国
際
大
学

は
中
国
・
五
邑
大
学
（W
U
 Y
I U
niversity

）
と

正
式
に
学
術
交
流
協
定
書
を
交
し
ま
し
た
。
協
定
書

に
は
、
先
ん
じ
て
城
西
国
際
大
学
水
田
宗
子
学
長

（
学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
長
）
の
サ
イ
ン
を
い
た

だ
き
、
今
回
、
五
邑
大
学
の
胡
社
軍
学
長
が
サ
イ
ン

し
て
、
正
式
に
学
術
交
流
協
定
の
締
結
と
な
り
ま
し

た
。正

式
な
学
術
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
は
、

両
大
学
間
の
幅
広
い
国
際
的
な
学
術
交
流
の
第
一
歩

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
学
生
の
交
換
留
学
、
海

外
研
修
、
教
員
の
学
術
交
流
お
よ
び
国
際
会
議
の
共

同
開
催
な
ど
多
様
な
国
際
交
流
活
動
が
活
発
化
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大連外国語学院のみなさんと

五
邑
大
学
は
、

広
東
省
広
州
市
か

ら
車
で
西
南
の
方

向
へ
3
時
間
ほ
ど

の
珠
江
デ
ル
タ
沿

い
に
位
置
す
る
江

門
市
（Jiangm

en 

C
ity
, 

人

口

３
８
０
万
人
の
大

都
市
）
に
あ
る
総

合
大
学
で
す
。
江
門
市
は
華
僑
の
故
郷
と
し
て
中
国

本
土
で
も
良
く
知
ら
れ
た
町
で
す
。

五
邑
大
学
は
１
９
８
５
年
に
創
立
し
て
以
来
、
急

速
な
発
展
を
遂
げ
、
現
在
1
万
1
千
人
の
学
生
が
在

籍
し
て
お
り
、
教
員
数
は
８
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。学

部
は
経
営
、
情
報
、
紡
績
・
服
飾
、
化
学
、
環

境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
機
械
工
学
、
物
理
、
中
国
言
語

文
学
、
外
国
語
、
政
治
、
法
律
、
土
木
工
学
な
ど
が

あ
り
、
中
で
も
紡
績
専
攻
は
中
国
国
内
で
も
非
常
に

有
名
で
す
。
大
学
院
で
は
情
報
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
、
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
情
報
シ
ス
テ
ム
、
紡
織
工
学
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
応
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
工
学
、

交
通
情
報
工
学
、
機
械
設
計
と
理
論
な
ど
の
修
士
課

程
が
あ
り
ま
す
。

五
邑
大
学
は
こ
れ
ま
で
30
以
上
の
海
外
姉
妹
校
と

の
国
際
教
育
交
流
に
力
を
注
い
で
お
り
、
日
本
の
大

学
と
の
姉
妹
校
提
携
は
、
城
西
国
際
大
学
が
日
本
に

お
け
る
提
携
校
の
第
一
号
と
な
り
ま
す
。

水田理事長が協定書に調印
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２
０
０
８
年
7
月
12
日
（
土
）、
学
校
法
人
城
西

大
学
は
、
中
国
の
中
山
大
学
嶺
南
学
院
と
学
術
交
流

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
に
水
田
理
事
長
一
行
が
中
山
大
学
を
訪

問
し
た
際
、
す
で
に
広
州
の
物
流
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
両
校
が
合
意
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
般
、
こ
の
取
り
組
み
を
正
式
な

も
の
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み

強
化
の
た
め
、
ま
た
今
後
の
広
範
囲
な
両
校
の
学

術
・
教
育
協
力
推
進
の
た
め
、
呉
立
範
嶺
南
学
院
院

長
一
行
が
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学

し
、
学
術
交
流
協
定
の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
学
術
交

流
に
つ
い
て
は
、

水
田
宗
子
理
事
長

の
他
、
城
西
大
学
、

城
西
国
際
大
学
の

学
部
長
も
交
え
た

協
議
の
中
で
、
ま

ず
「
物
流
」
に
関

し
て
、
両
学
で
共

同
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
に
城

西
・
嶺
南
物
流
研

究
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
を
設
立
し
、

相
互
に
教
授
陣
を

受
入
れ
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
産
業
政

策
」「
高
齢
社
会

政
策
」
と
い
っ
た

分
野
で
も
共
同
研

究
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
日
本
語
教
育
や
学
生
間
の
交
流
に

つ
い
て
も
本
協
定
に
基
づ
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
中
山
大
学
は
、
広
東
省
の
重
点
大
学
の
ひ
と
つ
で
、

１
９
２
４
年
に
孫
文
が
設
立
し
た
名
門
大
学
で

す
。
現
在
は
25
の
学
部
を
有
し
、
学
生
数
は
5
万

人
を
超
え
、
4
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
嶺
南
学
院
は
経
済
学
部
に
相
当
し
、
財
政

税
務
、
金
融
、
物
流
管
理
な
ど
7
つ
の
科
に
分
か

れ
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
教
育
に
特
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

中
国
・
中
山
大
学
嶺
南
学
院
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
８
年
7
月
12
日（
土
）

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

中山大学キャンパス

中
国
・
広
東
女
子
職
業
技
術
学
院
が
来
学

日
時

：

２
０
０
８
年
5
月
7
日（
水
）〜
5
月
14
日（
水
）

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

城
西
大
学

坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

広東女子職業技術学院

中山大学嶺南学院のみなさんと

中
国
・
中
山
大
学
嶺
南
学
院Executive M

B
A
 

訪
日
団
が
来
学

日
時

：

２
０
０
８
年
7
月
31
日（
木
）

場
所

：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

今
回
の
中
山
大
学
嶺
南
学
院
と
本
法
人
の
学
術
交

流
協
定
締
結
を
受
け
て
、
７
月
31
日
（
木
）、
嶺
南

学
院
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（E
xecutive M

B
A

）
訪
日
研
修

団
が
、
水
田
理
事
長
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
日
研
修
団
は
、
嶺
南
学
院
の
李
勝
蘭
副
院
長
、

儲
小
平
教
授
ら
4
名
の
引
率
の
も
と
、
李
永
忠

人

民
代
表
大
会
代
表

以
下
、
中
国
企
業
の
理
事
長
、

社
長
ら
23
名
の
計
27
名
で
、
7
月
30
日
よ
り
3
日

間
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
2
号
棟
に
宿
泊

し
、
研
修
・
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

広
東
省
の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
企
業
ト
ッ
プ
と

の
交
流
は
、
本
学
と
広
東
省
と
の
関
係
に
さ
ら
な
る

広
が
り
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

中山大学嶺南学院 Executive MBA 訪日団が来学
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管
理
委
員
会
主
任
の
張
氏
か
ら
、
よ
く
拝
見
し
今
後

に
役
立
て
た
い
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。夏

徳
仁
市
長
は
、
大
連
市
と
の
友
好
関
係
を
深
め

る
た
め
、
大
連
理
工
大
学
以
外
の
大
学
と
も
是
非
連

携
を
す
す
め
る
よ
う
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
自
身
も
精

一
杯
支
援
し
ま
す
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
夏
市

長
面
会
後
に
は
、
大
連
前
市
長
李
永
金
氏
と
も
面
会

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
と
大
連

市
と
の
間
に
お
い
て
、
城
西
大
学
現
代
政
策
学
部
の

新
田
広
重
教
授
が
大
連
市
の
招
き
で
日
本
企
業
に
つ

い
て
講
演
し
た
こ
と
、
同
じ
く
現
代
政
策
学
部
の
渡

辺
博
子
准
教
授
が
大
連
で
昨
夏
開
催
さ
れ
た
ダ
ボ
ス

会
議
で
発
表
し
た
こ
と
、
城
西
大
学
経
営
学
部
の
福

島
和
伸
教
授
チ
ー
ム
と
大
連
理
工
大
学
の
文
部
科
学

省
の
研
究
費
に
よ
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ

と
、
学
生
た
ち
の
研
修
で
大
連
市
の
企
業
な
ど
を
訪

問
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
訪
問
に
よ
り
、
今
後
の

交
流
が
さ
ら
に
発
展
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

―
同
席
者
―

王
洪
俊

大
連
市
外
事
弁
公
室
主
任

張
世
坤

開
発
区
管
理
委
員
会
主
任

呉
智
超

大
連
市
人
民
対
外
友
好
協
会
副
会
長

寧
桂
玲

大
連
理
工
大
学
副
校
長

〝
水
田
三
喜
男
記
念
〞
水
田
宗
子
奨
学
金
授
与
式

日
時

：

２
０
０
８
年
５
月
21
日（
水
）

場
所

：

中
国
・
大
連
市

大
連
理
工
大
学

２
０
０
７
年
よ
り

は
じ
ま
っ
た
〝
水
田

三
喜
男
記
念
〞
水
田

宗
子
奨
学
金
の
授
与

式
が
、
大
連
理
工
大

学
で
お
こ
な
わ
れ
、

選
ば
れ
た
大
連
理
工

大
学
の
学
生
た
ち
に

水
田
宗
子
理
事
長
よ

り
奨
学
金
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

本
奨
学
金
は
、
中

国
に
お
け
る
国
際
人
教
育
の
た
め
役
立
て
て
ほ
し
い

と
い
う
水
田
理
事
長
の
考
え
で
は
じ
ま
っ
た
も
の
で

す
。今

回
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
際
し
、
杜
鳳
剛
日
本
語
学

院
院
長
よ
り
水
田
三
喜
男
先
生
や
水
田
理
事
長
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
た
人
間
像

が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
学
生
た
ち

は
理
解
を
深
く

し
、
答
礼
で
は

海
外
の
方
が
自

分
た
ち
を
支
援

し
て
く
だ
さ
る

気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
辛
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
諦

め
ず
頑
張
り
抜

き
た
い
と
お
礼

と
今
後
の
意
気

込
み
を
述
べ
ま

し
た
。

大連理工大学にて

水田宗子奨学金授与、水田三喜男文庫

中
国
・
大
連
市

夏
徳
仁
市
長
と
会
見

日
時

：

２
０
０
８
年
５
月
20
日（
火
）

場
所

：

中
国
・
大
連
市

２
０
０
８
年
5
月
20
日
（
火
）、

大
連
市
を
訪
問
し
て
い
た
水
田
理
事

長
は
、
大
連
市
長
夏
徳
仁
氏
と
会
見

し
ま
し
た
。
千
葉
県
議
会
議
員
の
石

橋
清
孝
氏
も
同
行
し
、
こ
の
様
子
は

夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
テ
レ
ビ
放
映
も

さ
れ
ま
し
た
。

面
会
に
際
し
、
城
西
大
学
と
大
連

理
工
大
学
と
で
共
同
研
究
し
て
い
る

大
連
市
に
お
け
る
物
流
に
関
す
る
報

告
書
を
手
交
し
、
夏
市
長
と
開
発
区

中
国
・
広
東
女
子
職
業
技
術
学
院
と

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
大
学
と
の
共
同
研
究
ス
タ
ー
ト

日
時

：

２
０
０
８
年
７
月
27
日（
水
）〜
8
月
2
日（
土
）

場
所

：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

現
在
、
学
校
法
人
城
西
大
学
現
代
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
城
西
国
際
大
学
、
城
西
大

学
、
広
東
女
子
職
業
技
術
学
院
、
オ
ス
ロ
大
学
と
と

も
に
行
な
う
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
て

お
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
広
東
女
子
職
業
技
術

学
院
の
訪
問
団
が
7
月
27
日
（
水
）
か
ら
8
月
2
日

（
土
）
の
日
程
で
来
日
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

む
日
本
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
中
国
に
お
け
る
介
護
福

祉
と
、
そ
こ
に
働
く
女
性
労
働
者
の
実
態
を
比
較

し
、
そ
の
動
向
お
よ
び
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
介
護
・
福
祉
人
材
の
必

要
性
に
応
え
た
女
性

の
「
学
び
直
し
」、
ま

た
「
よ
り
高
度
な
訓

練
を
受
け
た
職
業
人

材
」
育
成
を
め
ざ
す

「
学
び
直
し
」
の
た
め

の
高
等
教
育
機
関
に

お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
共
同

研
究
は
、
本
年
９
月

よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

プロジェェクト会議参加者と広東女子職業技術学院の学生さんと

大連夏市長と会見

大連夏市長訪問
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城
西
大
学
、
城
西
国

際
大
学
の
歩
み
や
教
員

の
研
究
発
表
、
大
学
と

し
て
の
取
り
組
み
な
ど

を
両
大
学
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
継
続
的
に
発
信
し
て

い
く
た
め
の
も
の
と
し
て
『
開
学
百
年
へ
の
道
』
を

発
刊
し
ま
し
た
。
第
1
号
は
、
学
校
法
人
城
西
大
学

水
田
宗
子
理
事
長
が
城
西
大
学
創
立
50
周
年
、
城
西

国
際
大
学
創
立
20
周
年
へ
向
け
、
こ
れ
ま
で
う
け
て

き
た
大
学
教
育
な
ら
び
に
大
学
運
営
に
関
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
エ
ッ
セ
イ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
本
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、
新
た
に

「
人
を
育
て
る
と
い
う
希
望
」
と
い
う
ま
え
が
き
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
両
大
学
の
来
し
方
に
つ
い
て
総

括
な
ら
び
に
今
後
の
教
育
研
究
の
発
展
、
大
学
の
未

来
に
つ
い
て
の
一
文
が
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
一
節
に
あ
る
、「
私
は
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大

学
が
、
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
を
持
つ
世
界
と
日
本
の

若
者
た
ち
の
す
べ
て
か
ら
、
自
分
の
成
長
す
る
場
と

し
て
選
ば
れ
る
こ
と
を
、
い
つ
も
夢
見
て
い
る
。
そ

の
夢
と
「
人
を
育
て
る
と
い
う
希
望
」
と
が
、
創
立

者
の
精
神
に
も
と
づ
い
た
私
た
ち
の
教
育
の
原
点
で

あ
り
、
や
む
こ
と
の
な
い
活
動
の
熱
源
で
あ
る
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
今
後
の
学
校
法
人
城
西
大
学

の
在
り
方
が
見
え
て
き
ま
す
。

日
中
短
詩
協
会
設
立
総
会
を
開
催

日
時

：

２
０
０
８
年
５
月
21
日（
水
）

場
所

：

中
国
・
大
連
市

大
連
外
国
語
学
院

学
校
法
人
城
西
大
学
で
は
、
大
連
の
大
学
と
連
携

し
、
２
０
０
８
年
5
月
15
日
（
木
）
に
日
中
短
詩
協

会
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
本
協
会
は
、
中
国
と
日

本
の
短
詩
型
文
学
の
創
作
、
鑑
賞
、
翻
訳
、
研
究
活

動
を
通
じ
て
、
日
中
両
国
の
互
い
の
文
化
へ
の
造
詣

を
深
め
、
両
国
の
交
流
の
促
進
と
人
材
育
成
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
5
月
21
日
（
水
）
に
大
連
外
国
語
学

院
に
て
開
催
さ
れ
た
設
立
記
念
総
会
に
お
い
て
は
、

大
連
理
工
大
学
日
本
語
学
院
院
長
杜
鳳
剛
先
生
の
司

会
の
も
と
、
水
田
宗
子
理
事
長
よ
り
、
設
立
に
あ

た
っ
て
の
趣
旨
説
明
や
日
中
両
国
の
文
化
交
流
の
ひ

と
つ
と
な
る
よ
う
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶

が
な
さ
れ
ま
し

た
。設

立
を
記
念

し
て
の
句
会
に

は
、
大
連
外
国

語
学
院
元
院
長

で
中
国
を
代
表

す
る
日
本
現
代

文
学
研
究
家
で

あ
る
陳
岩
先
生

も
参
加
さ
れ
、

加
え
て
大
連
外

国
語
学
院
教
員
、

日中短詩協会設立記念総会水田理事長挨拶

出
版
活
動

『
開
学
百
年
へ
の
道―城

西
大
学
と
城
西
国
際
大
学
の
歩
み
』
発
行

著
者

：

水
田
宗
子
学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
長

発
刊

：

２
０
０
８
年
４
月
20
日（
日
）

『
水
田
清
子
文
集

―
創
立
者
水
田
三
喜
男
先
生
の

遺
業
を
継
い
で
―
』
発
行

発
行
日

：

２
０
０
８
年
５
月
12
日（
月
）

水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

日
時

：

２
０
０
８
年
５
月
21
日（
水
）

場
所

：

中
国
・
大
連
市

大
連
理
工
大
学

林
安
西
中
国
大
連
理
工
大
学
高
級
経
理
学
院
院
長

と
水
田
宗
子
理
事
長
が
、
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
お
い
て
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
時
に
第
４
回
目
と
な
る
寄
贈
も
お
こ
な
い
、
環

境
白
書
、
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
紀
要
な
ど

１
３
７
冊
を
大
連
理
工
大
学
へ
贈
り
ま
し
た
。

水
田
理
事
長
よ
り
、
戦
後
の
経
済
発
展
の
中
で
日

本
が
学
ん
だ
こ
と
が
、
必
ず
中
国
で
も
役
立
つ
も
の

と
思
う
の
で
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
と
の
挨
拶

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

水田三喜男文庫除幕式

大
学
院
生
・
学
部
生
、
水
田
清
子
名
誉
理
事
長
指
導

を
受
け
て
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｕ
俳
句
会
メ
ン
バ
ー
も
参
加

し
、
村
井
顧
問
指
導
の
も
と
、
ア
カ
シ
ア
を
季
語
と

し
た
佳
句
が
数
多
く
出
さ
れ
、
楽
し
い
交
流
の
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

日
中
短
詩
協
会
メ
ン
バ
ー

：

名
誉
会
長

水
田

宗
子

会

長

村
井

隆

副
会
長

杜

鳳
剛
（
大
連
理
工
大
学
）

副
会
長

劉

利
国
（
大
連
外
国
語
学
院
）

顧

問

陳

岩
（
大
連
外
国
語
学
院
）
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●周辺図

本
学
の
名
誉
理
事
長
水
田
清
子
先
生
に
、
こ
れ
ま

で
学
校
法
人
城
西
大
学
の
発
展
や
千
葉
県
、
埼
玉
県

の
教
育
研
究
の
進
展
に
お
お
い
に
寄
与
さ
れ
る
な
ど

の
教
育
面
で
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
２
０
０
８
年

4
月
29
日
（
火
）
に
旭
日
小
綬
章
が
授
与
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
活
動

水
田
清
子
名
誉
理
事
長
が
旭
日
小
綬
章
受
勲

日
時

：

２
０
０
８
年
４
月
29
日（
火
）

水
田
清
子
名
誉
理
事
長
の
旭
日
小
綬
章
受
勲
を
記

念
し
て
、『
学
校
法
人
城
西
大
学
名
誉
理
事
長

水

田
清
子
文
集

―

創
立
者
水
田
三
喜
男
先
生
の
遺
業

を
継
い
で―

』
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
本
に
は
、
清
子
先
生
が
創
立
者
水
田
三
喜
男

先
生
の
遺
業
を
継
い
で
30
年
に
わ
た
っ
て
大
学
に
尽

力
さ
れ
て
き
た
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
学
生
や

職
員
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
を
は
じ
め
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
を
生
き
て
思
う
こ
と
、
ま
た
長
く

続
け
ら
れ
て
い
る
俳
句
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

学
の
基
礎
を
築
き
、
発
展
さ
せ
て
き
た
日
々
を
支
え

た
志
と
夢
が
、

石
蕗
の
花
遺
業
を
ま

も
り
余
生
守
り

夢
あ
ま
た
飛
び
翔
つ

さ
ま
に
花
辛
夷

の
句
か
ら
も
よ
く
わ

か
り
ま
す
。


